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電
力
小
売
に
新
規
参
入
す
る
新
電
力
の
事
業
者
と
し
て
登
録

さ
れ
、市
場
競
争
の
活
発
化
が
期
待
さ
れ
た
が
、ふ
た
を
開
け

れ
ば
2
0
1
6
年
9
月
末
時
点
で
電
力
会
社
を
切
り
替
え
た

家
庭
の
需
要
家
は
3
%
程
度
と
、大
手
電
力
会
社
の
寡
占
状

況
が
継
続
し
て
い
る
。自
由
化
で
先
行
す
る
欧
米
諸
国
で
は
、

例
え
ば
イ
ギ
リ
ス
で
自
由
化
後
1
年
間
に
10
%
程
度
が
切
り

替
え
て
お
り
、日
本
は
非
常
に
低
調
な
水
準
で
あ
る
。

①
日
本
と
海
外
の
電
力
会
社
選
択
理
由

 

当
社
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
れ
ば
、電
力
会
社

を
切
り
替
え
る
最
大
の
理
由
は「
月
々
の
電
気
料
金
が
安
く

な
り
そ
う
だ
か
ら
」が
大
半
を
占
め
て
い
る（
図
1
）。ま
た
、電

力
会
社
を
切
り
替
え
て
い
な
い
理
由
も
、電
気
料
金
に
関
す
る

理
由
が
上
位
に
位
置
し
て
お
り
、自
由
化
後
、ま
ず
は
、需
要

家
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
訴
求
す
る
サ
ー
ビ
ス
競
争
と
い
う
よ
り

も
、価
格
競
争
が
先
行
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。一
方
、す
で
に

自
由
化
が
進
む
海
外
諸
国
に
目
を
転
じ
れ
ば
、「
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
電
力
1
0
0
%
プ
ラ
ン
」「
他
商
材（
通
信
サ
ー
ビ

ス
、商
品
券
な
ど
）と
の
セ
ッ
ト
販
売
」「
I
T
を
活
用
し
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
」な
ど
、新
規
参
入
者
が
多

様
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、価
格
以
外
の
理
由
か
ら
も
電
力

会
社
の
切
り
替
え
が
活
発
化
す
る
様
子
が
見
受
け
ら
れ
る
。

②
日
本
と
海
外
の
電
力
小
売
市
場
環
境

 

海
外
の
電
力
小
売
市
場
が
活
性
化
し
て
い
る
要
因
と
し
て
、

新
規
参
入
者
に
と
っ
て
の
電
源
調
達
の
た
や
す
さ
が
挙
げ
ら
れ

る
。自
社
で
発
電
所
を
保
有
し
な
い
新
規
参
入
者
に
と
っ
て

は
、卸
電
力
取
引
市
場
の
活
用
が
安
定
的
に
電
力
を
確
保
す

る
有
力
な
手
段
と
な
る
。イ
ギ
リ
ス
で
は
国
内
消
費
電
力
の
50

%
以
上
、フ
ラ
ン
ス
で
は
20
%
以
上
が
卸
電
力
取
引
市
場
か
ら

調
達
さ
れ
て
お
り
、新
規
参
入
者
が
電
源
を
調
達
し
や
す
い

環
境
が
存
在
す
る
。こ
れ
に
対
し
、日
本
の
卸
電
力
取
引
市
場

で
あ
る
日
本
卸
電
力
取
引
所
の
シ
ェ
ア
は
2
%
程
度
で
あ
る
。

　
2
0
1
6
年
4
月
に
電
力
小
売
の
全
面
自
由
化
が
実
施
さ

れ
て
か
ら
は
や
半
年
が
経
過
し
た
。3
0
0
を
超
え
る
企
業
が

多
く
の
新
規
参
入
者
は
、大
規
模
な
火
力
発
電
所
に
設
備
投

資
し
自
社
で
電
源
を
保
有
す
る
こ
と
は
難
し
い
。卸
電
力
取

引
市
場
が
活
発
で
な
い
こ
と
は
新
規
参
入
者
の
安
定
的
な
経

営
を
直
撃
す
る
。こ
れ
も
電
力
会
社
の
切
り
替
え
が
進
ま
な
い

大
き
な
理
由
の
一
つ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
市
場
活
性
化
の
鍵
で
あ
る
卸
電
力
取
引
市
場
の
取
引
増
加

に
つ
い
て
は
、取
引
ル
ー
ル
な
ど
制
度
設
計
の
途
上
で
あ
る
が
、

取
引
量
を
増
大
さ
せ
る
方
向
で
議
論
が
進
展
し
て
い
る
。そ
の

中
で
、新
規
参
入
者
に
と
っ
て
有
効
な
選
択
肢
と
な
り
う
る
の

は
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
源
の
有
効
活
用
で
あ
る
。

　
大
規
模
水
力
発
電
を
除
い
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ

る
発
電
量
は
、2
0
1
2
年
7
月
の「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
固
定
価
格
買
取
制
度（
F
I
T
）」導
入
以
降
に
急
増
し
て

お
り
、「
長
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
見
通
し（
経
済
産
業
省
）」で

は
2
0
3
0
年
度
に
13
%（
2
0
1
4
年
度
時
点
で
は
3.2
%
）

を
超
え
る
将
来
像
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
固
定
価
格
買
取
制
度
で
買
い
取
ら
れ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
よ
る
電
力
は
、2
0
1
7
年
度
以
降
に
卸
電
力
取
引

市
場
で
取
り
引
き
さ
れ
る
よ
う
に
、制
度
設
計
が
進
ん
で
い

る
。再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
拡
大
は
、新
規
参
入
者
へ

の
電
源
調
達
の
容
易
化
、電
力
市
場
の
活
性
化
に
と
っ
て
追
い

風
と
な
る
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
電
力
を
効
果
的
に
活
用
す
る

た
め
に
は
課
題
も
あ
る
。導
入
が
進
ん
で
い
る
太
陽
光
発
電
、風

電
力
自
由
化
後
の
市
場
動
向
と

市
場
活
性
化
に
向
け
た
方
策

1

力
発
電
の
発
電
量
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
天
候
、風
況（
風
速
や
風

向
き
な
ど
風
の
吹
き
方
）に
左
右
さ
れ
る
た
め
、不
安
定
で
あ

る
。太
陽
光
発
電
、風
力
発
電
の
急
増
は
、こ
れ
ま
で
の
安
定
し

た
電
力
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す
こ
と
が
想
定
さ
れ
、強
制
的
に

出
力
を
抑
制
す
る
こ
と
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、2
0
1
9

年
度
以
降
に
F
I
T
に
よ
る
買
取
期
間
が
終
了
す
る
住
宅
用

太
陽
光
発
電
設
備
が
徐
々
に
増
加
す
る
。そ
の
結
果
、住
宅
用

太
陽
光
発
電
設
備
で
発
電
し
た
電
力
を
電
力
会
社
へ
売
る
よ
り

も
、家
庭
で
消
費
し
て
電
気
料
金
を
節
約
す
る
こ
と
を
選
択
す

る
住
宅
が
増
加
す
る
。こ
う
し
た
状
況
に
対
応
し
て
、自
家
発

電
と
自
家
消
費
を
、蓄
電
池
な
ど
の
活
用
に
よ
り
効
率
的
に
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
の
普
及
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
将
来
的
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
電
力
を
効
果
的

に
運
用
し
て
い
く
た
め
に
は
、従
来
の
電
力
の
需
給
管
理
の
精

度
を
向
上
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
だ
。再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
加
え
、蓄
電
池
な
ど
の
分
散
型
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
組
み
合

わ
せ
た
、新
た
な
電
力
需
給
管
理
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
が
重
要

と
な
る
。こ
う
し
た
課
題
解
決
の
た
め
の
取
り
組
み
が
、自
由

化
後
の
電
力
小
売
市
場
の
一
層
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
と
同

時
に
、発
電
事
業
者
や
電
力
小
売
事
業
者
に
と
ど
ま
ら
な
い
多

様
な
企
業
が
参
画
可
能
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
生
み
出
す
。

　
生
活
者
に
と
っ
て
は
、自
由
化
進
展
に
よ
る
電
気
料
金
の
低

減
な
ど
の
価
格
面
の
メ
リ
ッ
ト
に
加
え
、電
力
需
給
管
理
シ
ス

テ
ム
を
通
じ
た
自
宅
の
省
エ
ネ
化
が
期
待
さ
れ
る
。同
時
に
、

既
存
電
力
会
社
や
新
規
参
入
者
が
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
や
見

守
り・駆
け
つ
け
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
生
活
者
を
支
援
す
る
サ
ー

ビ
ス
を
始
め
て
お
り
、こ
れ
ら
の
付
帯
サ
ー
ビ
ス
が
生
活
利
便

性
向
上
に
役
立
つ
。

　
日
本
で
も
、重
点
政
策
分
野
を
決
定
し
、2
0
2
0
年
ま
で

に
改
革・イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
加
速
し
て
い
く「
改
革
2
0
2
0
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
と
し
て
こ
の
統
合
管
理
の
仕
組
み
を
取

り
上
げ
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
際
の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
化
を
目

指
し
て
い
る
。具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、「
バ
ー
チ
ャ
ル
パ

ワ
ー
プ
ラ
ン
ト
構
築
実
証
事
業
」が
2
0
1
6
〜
2
0
2
0

年
の
5
年
事
業
と
し
て
推
進
さ
れ
て
お
り
、50
M
W
以
上
の

仮
想
発
電
所
の
制
御
技
術
の
確
立
に
向
け
、さ
ら
な
る
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
拡
大
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー・負
荷
平
準
化

な
ど
を
進
め
て
い
る
。同
事
業
に
は
、電
力
会
社（
東
京
電
力
、

関
西
電
力
）の
ほ
か
、N
E
C
、ア
ズ
ビ
ル
、エ
ナ
リ
ス
、S
B
エ

ナ
ジ
ー
、ロ
ー
ソ
ン
と
い
っ
た
多
様
な
業
種
が
参
画
し
て
い
る
。

　
今
後
、通
信
規
格
整
備
や
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
確
保
、

収
集
さ
れ
た
デ
ー
タ
利
活
用
に
よ
る
制
御
の
高
度
化（
人
工
知

能
の
活
用
を
含
む
）と
い
っ
た
I
C
T
技
術
が
キ
ー
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
と
な
る
。そ
の
意
味
に
お
い
て
、従
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
業
界

企
業
の
み
な
ら
ず
、情
報・通
信
な
ど
異
業
種
企
業
、さ
ら
に
は

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
な
ど
の
積
極
的
な
参
画
が
期
待
さ
れ
る
。

　
電
力
お
よ
び
ガ
ス
の
シ
ス
テ
ム
改
革
を
契
機
と
し
て
、分
散

型
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
が
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、企
業
が
エ

ネ
ル
ギ
ー
市
場
に
参
画
す
る
方
法
は
、従
来
の
発
電
、送
電
、

小
売
と
い
う
枠
組
み
を
飛
び
越
え
、多
方
面
に
拡
大
す
る
。

　
分
散
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー・リ
ソ
ー
ス
の
統
合
を
担
う
エ
ネ
ル

ギ
ー・リ
ソ
ー
ス・ア
グ
リ
ゲ
ー
タ
ー（
以
下
、ア
グ
リ
ゲ
ー
タ
ー
）

は
、統
合
制
御
す
る
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
有
効
活
用
し
、

「
ネ
ガ
ワ
ッ
ト 

取
引
市
場（
※
4
）」や「
需
給
調
整
市
場
」な
ど

で
取
り
引
き
す
る
こ
と
で
、対
価（
収
益
）を
獲
得
す
る
こ
と
が

で
き
る
。企
業
は
自
社
で
保
有
す
る
蓄
電
池・自
家
発
電・E
V

な
ど
を
、ア
グ
リ
ゲ
ー
タ
ー
に
提
供
す
る
こ
と
で
、対
価（
収

益
）を
得
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。ま
た
、通
信
や
I
T
に
関
わ

る
企
業
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
制
御
に
関
わ
る
通
信
技
術
や
分
析

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
提
供
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
る
。加
え
て
、

生
活
者
に
と
っ
て
は
、自
宅
の
太
陽
光
発
電・蓄
電
池・E
V
を

ア
グ
リ
ゲ
ー
タ
ー
に
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　
こ
の
よ
う
に
多
岐
に
わ
た
る
業
種
に
お
い
て
、図
2
の
よ
う

な
事
業
機
会
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
。ま
た
、こ
れ
ら
多
様
な

企
業
の
協
働
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
に
付
随
す
る
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
ア
イ
デ
ア
の
統
合
を
促
進
し
、そ
こ
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

も
生
ま
れ
る
。電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
の
目
的
と
し
て
、①
安
定

供
給
確
保
、②
電
気
料
金
の
最
大
限
の
抑
制
、③
電
気
利
用

の
選
択
肢
や
企
業
の
事
業
機
会
の
拡
大
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る

が
、こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
通
じ
て
、生
活
者
に
と
っ
て
も
企

業
に
と
っ
て
も
真
に
効
果
の
あ
る
電
力
自
由
化
が
実
現
す
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
※
1
）再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、蓄
電
池
、需
要
家
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー・リ

ソ
ー
ス
を
通
信
技
術
に
よ
り
集
約
し
、一
つ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー・リ
ソ
ー

ス
と
し
て
機
能
さ
せ
、電
力
系
統
へ
の
貢
献
な
ど
新
た
な
価
値
を

創
出
す
る
こ
と
。

（
※
2
）電
力
の
需
要
と
供
給
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
一
致
さ
せ
る
た
め
に
必

要
な
需
給
調
整
能
力
を
調
達
す
る
た
め
の
市
場
。

（
※
3
）需
要
家
側
が
空
調
や
家
電
な
ど
の
電
力
の
使
用
を
抑
制
す
る
よ

う
電
力
消
費
パ
タ
ー
ン
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
。

（
※
4
）需
要
家
が
節
電
し
た
電
力
量（
ネ
ガ
ワ
ッ
ト
）に
対
し
て
、対
価
を

支
払
う「
ネ
ガ
ワ
ッ
ト
取
引
」の
た
め
の
市
場
が
2
0
1
7
年
度
に

整
備
さ
れ
る
。

●再生可能エネルギーの効果的な活用が電力市場活性化の鍵。

●世界中で電力需給管理の高度化に向けた技術開発が進展。

●日本でもこうした取り組みを通じて多様な業種でビジネスチャンスが拡大。

　
太
陽
光
発
電
を
は
じ
め
と
す
る
分
散
型
電
源
や
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
二
次
電
池
な
ど
の
蓄
電
技
術
は
、生
産
量
拡
大・技
術

革
新
に
よ
る
価
格
低
下
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、2
0
3
0
年
に

向
け
て
相
当
程
度（
住
宅
用
太
陽
光
発
電
、エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
、

コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
で
火
力
発
電
所
24
基
分
な

ど
）が
導
入
さ
れ
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
増
大

す
る
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
活
用
し
て
電
力
需
給
管
理
を

高
度
化
す
る
仕
組
み
が
エ
ネ
ル
ギ
ー・リ
ソ
ー
ス・ア
グ
リ
ゲ
ー

シ
ョ
ン（
※
1
）だ
。こ
れ
に
よ
り
、分
散
設
置
さ
れ
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
リ
ソ
ー
ス（
発
電
設
備
、蓄
電
設
備
、需
要
設
備
）を

I
C
T
技
術
の
活
用
に
よ
り
統
合
制
御
し
、あ
た
か
も
発
電

所（
仮
想
発
電
所
、Virtual Pow

er Plant

〔
V
P
P
〕）の

よ
う
に
機
能
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　
海
外
で
は
、欧
州・ア
メ
リ
カ
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
背
景
の
中

で
、V
P
P
の
事
業
化
が
進
み
つ
つ
あ
る
。欧
州（
特
に
ド
イ
ツ・

イ
ギ
リ
ス
）で
は
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
量
導
入
が
火

力
電
源
の
設
備
稼
働
率
低
下
を
引
き
起
こ
し
た
。そ
の
た
め

電
力
需
給
調
整
機
能
の
代
替
が
必
要
と
な
り
、そ
の
受
け
皿

と
し
て
、小
規
模
電
源
を
複
数
集
め
て
需
給
調
整
市
場（
※
2
）

に
市
場
参
画
さ
せ
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。ア
メ
リ
カ

で
は
電
気
事
業
制
度
改
革
に
よ
っ
て
発
電
設
備
投
資
が
抑
制

さ
れ
、供
給
力
不
足
の
解
消
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。こ
の
た

め
、デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス（
※
3
）を
供
給
力
と
し
て
活
用
す
る

こ
と
が
制
度
化
さ
れ
て
お
り
、需
要
設
備
を
制
御
す
る
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

［図1］電力会社の切り替えを「する」・「しない」最大の理由（上位3項目）

出所：三菱総合研究所

電力自由化半年後、
これから広がるビジネスチャンス

電力自由化半年後、これから広がるビジネスチャンス
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と
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月々の電気料金が安くなりそうだから

現状の電力会社に不満があるから

月々の電気の利用でポイントが付くから
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電
力
小
売
に
新
規
参
入
す
る
新
電
力
の
事
業
者
と
し
て
登
録

さ
れ
、市
場
競
争
の
活
発
化
が
期
待
さ
れ
た
が
、ふ
た
を
開
け

れ
ば
2
0
1
6
年
9
月
末
時
点
で
電
力
会
社
を
切
り
替
え
た

家
庭
の
需
要
家
は
3
%
程
度
と
、大
手
電
力
会
社
の
寡
占
状

況
が
継
続
し
て
い
る
。自
由
化
で
先
行
す
る
欧
米
諸
国
で
は
、

例
え
ば
イ
ギ
リ
ス
で
自
由
化
後
1
年
間
に
10
%
程
度
が
切
り

替
え
て
お
り
、日
本
は
非
常
に
低
調
な
水
準
で
あ
る
。

①
日
本
と
海
外
の
電
力
会
社
選
択
理
由

 

当
社
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
れ
ば
、電
力
会
社

を
切
り
替
え
る
最
大
の
理
由
は「
月
々
の
電
気
料
金
が
安
く

な
り
そ
う
だ
か
ら
」が
大
半
を
占
め
て
い
る（
図
1
）。ま
た
、電

力
会
社
を
切
り
替
え
て
い
な
い
理
由
も
、電
気
料
金
に
関
す
る

理
由
が
上
位
に
位
置
し
て
お
り
、自
由
化
後
、ま
ず
は
、需
要

家
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
訴
求
す
る
サ
ー
ビ
ス
競
争
と
い
う
よ
り

も
、価
格
競
争
が
先
行
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。一
方
、す
で
に

自
由
化
が
進
む
海
外
諸
国
に
目
を
転
じ
れ
ば
、「
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
電
力
1
0
0
%
プ
ラ
ン
」「
他
商
材（
通
信
サ
ー
ビ

ス
、商
品
券
な
ど
）と
の
セ
ッ
ト
販
売
」「
I
T
を
活
用
し
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
」な
ど
、新
規
参
入
者
が
多

様
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、価
格
以
外
の
理
由
か
ら
も
電
力

会
社
の
切
り
替
え
が
活
発
化
す
る
様
子
が
見
受
け
ら
れ
る
。

②
日
本
と
海
外
の
電
力
小
売
市
場
環
境

 

海
外
の
電
力
小
売
市
場
が
活
性
化
し
て
い
る
要
因
と
し
て
、

新
規
参
入
者
に
と
っ
て
の
電
源
調
達
の
た
や
す
さ
が
挙
げ
ら
れ

る
。自
社
で
発
電
所
を
保
有
し
な
い
新
規
参
入
者
に
と
っ
て

は
、卸
電
力
取
引
市
場
の
活
用
が
安
定
的
に
電
力
を
確
保
す

る
有
力
な
手
段
と
な
る
。イ
ギ
リ
ス
で
は
国
内
消
費
電
力
の
50

%
以
上
、フ
ラ
ン
ス
で
は
20
%
以
上
が
卸
電
力
取
引
市
場
か
ら

調
達
さ
れ
て
お
り
、新
規
参
入
者
が
電
源
を
調
達
し
や
す
い

環
境
が
存
在
す
る
。こ
れ
に
対
し
、日
本
の
卸
電
力
取
引
市
場

で
あ
る
日
本
卸
電
力
取
引
所
の
シ
ェ
ア
は
2
%
程
度
で
あ
る
。

　
2
0
1
6
年
4
月
に
電
力
小
売
の
全
面
自
由
化
が
実
施
さ

れ
て
か
ら
は
や
半
年
が
経
過
し
た
。3
0
0
を
超
え
る
企
業
が

多
く
の
新
規
参
入
者
は
、大
規
模
な
火
力
発
電
所
に
設
備
投

資
し
自
社
で
電
源
を
保
有
す
る
こ
と
は
難
し
い
。卸
電
力
取

引
市
場
が
活
発
で
な
い
こ
と
は
新
規
参
入
者
の
安
定
的
な
経

営
を
直
撃
す
る
。こ
れ
も
電
力
会
社
の
切
り
替
え
が
進
ま
な
い

大
き
な
理
由
の
一
つ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
市
場
活
性
化
の
鍵
で
あ
る
卸
電
力
取
引
市
場
の
取
引
増
加

に
つ
い
て
は
、取
引
ル
ー
ル
な
ど
制
度
設
計
の
途
上
で
あ
る
が
、

取
引
量
を
増
大
さ
せ
る
方
向
で
議
論
が
進
展
し
て
い
る
。そ
の

中
で
、新
規
参
入
者
に
と
っ
て
有
効
な
選
択
肢
と
な
り
う
る
の

は
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
源
の
有
効
活
用
で
あ
る
。

　
大
規
模
水
力
発
電
を
除
い
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ

る
発
電
量
は
、2
0
1
2
年
7
月
の「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
固
定
価
格
買
取
制
度（
F
I
T
）」導
入
以
降
に
急
増
し
て

お
り
、「
長
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
見
通
し（
経
済
産
業
省
）」で

は
2
0
3
0
年
度
に
13
%（
2
0
1
4
年
度
時
点
で
は
3.2
%
）

を
超
え
る
将
来
像
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
固
定
価
格
買
取
制
度
で
買
い
取
ら
れ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
よ
る
電
力
は
、2
0
1
7
年
度
以
降
に
卸
電
力
取
引

市
場
で
取
り
引
き
さ
れ
る
よ
う
に
、制
度
設
計
が
進
ん
で
い

る
。再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
拡
大
は
、新
規
参
入
者
へ

の
電
源
調
達
の
容
易
化
、電
力
市
場
の
活
性
化
に
と
っ
て
追
い

風
と
な
る
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
電
力
を
効
果
的
に
活
用
す
る

た
め
に
は
課
題
も
あ
る
。導
入
が
進
ん
で
い
る
太
陽
光
発
電
、風

電
力
自
由
化
後
の
市
場
動
向
と

市
場
活
性
化
に
向
け
た
方
策

1

力
発
電
の
発
電
量
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
天
候
、風
況（
風
速
や
風

向
き
な
ど
風
の
吹
き
方
）に
左
右
さ
れ
る
た
め
、不
安
定
で
あ

る
。太
陽
光
発
電
、風
力
発
電
の
急
増
は
、こ
れ
ま
で
の
安
定
し

た
電
力
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す
こ
と
が
想
定
さ
れ
、強
制
的
に

出
力
を
抑
制
す
る
こ
と
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、2
0
1
9

年
度
以
降
に
F
I
T
に
よ
る
買
取
期
間
が
終
了
す
る
住
宅
用

太
陽
光
発
電
設
備
が
徐
々
に
増
加
す
る
。そ
の
結
果
、住
宅
用

太
陽
光
発
電
設
備
で
発
電
し
た
電
力
を
電
力
会
社
へ
売
る
よ
り

も
、家
庭
で
消
費
し
て
電
気
料
金
を
節
約
す
る
こ
と
を
選
択
す

る
住
宅
が
増
加
す
る
。こ
う
し
た
状
況
に
対
応
し
て
、自
家
発

電
と
自
家
消
費
を
、蓄
電
池
な
ど
の
活
用
に
よ
り
効
率
的
に
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
の
普
及
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
将
来
的
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
電
力
を
効
果
的

に
運
用
し
て
い
く
た
め
に
は
、従
来
の
電
力
の
需
給
管
理
の
精

度
を
向
上
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
だ
。再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
加
え
、蓄
電
池
な
ど
の
分
散
型
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
組
み
合

わ
せ
た
、新
た
な
電
力
需
給
管
理
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
が
重
要

と
な
る
。こ
う
し
た
課
題
解
決
の
た
め
の
取
り
組
み
が
、自
由

化
後
の
電
力
小
売
市
場
の
一
層
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
と
同

時
に
、発
電
事
業
者
や
電
力
小
売
事
業
者
に
と
ど
ま
ら
な
い
多

様
な
企
業
が
参
画
可
能
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
生
み
出
す
。

　
生
活
者
に
と
っ
て
は
、自
由
化
進
展
に
よ
る
電
気
料
金
の
低

減
な
ど
の
価
格
面
の
メ
リ
ッ
ト
に
加
え
、電
力
需
給
管
理
シ
ス

テ
ム
を
通
じ
た
自
宅
の
省
エ
ネ
化
が
期
待
さ
れ
る
。同
時
に
、

既
存
電
力
会
社
や
新
規
参
入
者
が
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
や
見

守
り・駆
け
つ
け
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
生
活
者
を
支
援
す
る
サ
ー

ビ
ス
を
始
め
て
お
り
、こ
れ
ら
の
付
帯
サ
ー
ビ
ス
が
生
活
利
便

性
向
上
に
役
立
つ
。

　
日
本
で
も
、重
点
政
策
分
野
を
決
定
し
、2
0
2
0
年
ま
で

に
改
革・イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
加
速
し
て
い
く「
改
革
2
0
2
0
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
と
し
て
こ
の
統
合
管
理
の
仕
組
み
を
取

り
上
げ
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
際
の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
化
を
目

指
し
て
い
る
。具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、「
バ
ー
チ
ャ
ル
パ

ワ
ー
プ
ラ
ン
ト
構
築
実
証
事
業
」が
2
0
1
6
〜
2
0
2
0

年
の
5
年
事
業
と
し
て
推
進
さ
れ
て
お
り
、50
M
W
以
上
の

仮
想
発
電
所
の
制
御
技
術
の
確
立
に
向
け
、さ
ら
な
る
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
拡
大
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー・負
荷
平
準
化

な
ど
を
進
め
て
い
る
。同
事
業
に
は
、電
力
会
社（
東
京
電
力
、

関
西
電
力
）の
ほ
か
、N
E
C
、ア
ズ
ビ
ル
、エ
ナ
リ
ス
、S
B
エ

ナ
ジ
ー
、ロ
ー
ソ
ン
と
い
っ
た
多
様
な
業
種
が
参
画
し
て
い
る
。

　
今
後
、通
信
規
格
整
備
や
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
確
保
、

収
集
さ
れ
た
デ
ー
タ
利
活
用
に
よ
る
制
御
の
高
度
化（
人
工
知

能
の
活
用
を
含
む
）と
い
っ
た
I
C
T
技
術
が
キ
ー
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
と
な
る
。そ
の
意
味
に
お
い
て
、従
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
業
界

企
業
の
み
な
ら
ず
、情
報・通
信
な
ど
異
業
種
企
業
、さ
ら
に
は

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
な
ど
の
積
極
的
な
参
画
が
期
待
さ
れ
る
。

　
電
力
お
よ
び
ガ
ス
の
シ
ス
テ
ム
改
革
を
契
機
と
し
て
、分
散

型
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
が
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、企
業
が
エ

ネ
ル
ギ
ー
市
場
に
参
画
す
る
方
法
は
、従
来
の
発
電
、送
電
、

小
売
と
い
う
枠
組
み
を
飛
び
越
え
、多
方
面
に
拡
大
す
る
。

　
分
散
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー・リ
ソ
ー
ス
の
統
合
を
担
う
エ
ネ
ル

ギ
ー・リ
ソ
ー
ス・ア
グ
リ
ゲ
ー
タ
ー（
以
下
、ア
グ
リ
ゲ
ー
タ
ー
）

は
、統
合
制
御
す
る
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
有
効
活
用
し
、

「
ネ
ガ
ワ
ッ
ト 

取
引
市
場（
※
4
）」や「
需
給
調
整
市
場
」な
ど

で
取
り
引
き
す
る
こ
と
で
、対
価（
収
益
）を
獲
得
す
る
こ
と
が

で
き
る
。企
業
は
自
社
で
保
有
す
る
蓄
電
池・自
家
発
電・E
V

な
ど
を
、ア
グ
リ
ゲ
ー
タ
ー
に
提
供
す
る
こ
と
で
、対
価（
収

益
）を
得
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。ま
た
、通
信
や
I
T
に
関
わ

る
企
業
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
制
御
に
関
わ
る
通
信
技
術
や
分
析

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
提
供
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
る
。加
え
て
、

生
活
者
に
と
っ
て
は
、自
宅
の
太
陽
光
発
電・蓄
電
池・E
V
を

ア
グ
リ
ゲ
ー
タ
ー
に
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　
こ
の
よ
う
に
多
岐
に
わ
た
る
業
種
に
お
い
て
、図
2
の
よ
う

な
事
業
機
会
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
。ま
た
、こ
れ
ら
多
様
な

企
業
の
協
働
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
に
付
随
す
る
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
ア
イ
デ
ア
の
統
合
を
促
進
し
、そ
こ
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

も
生
ま
れ
る
。電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
の
目
的
と
し
て
、①
安
定

供
給
確
保
、②
電
気
料
金
の
最
大
限
の
抑
制
、③
電
気
利
用

の
選
択
肢
や
企
業
の
事
業
機
会
の
拡
大
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る

が
、こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
通
じ
て
、生
活
者
に
と
っ
て
も
企

業
に
と
っ
て
も
真
に
効
果
の
あ
る
電
力
自
由
化
が
実
現
す
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
※
1
）再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、蓄
電
池
、需
要
家
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー・リ

ソ
ー
ス
を
通
信
技
術
に
よ
り
集
約
し
、一
つ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー・リ
ソ
ー

ス
と
し
て
機
能
さ
せ
、電
力
系
統
へ
の
貢
献
な
ど
新
た
な
価
値
を

創
出
す
る
こ
と
。

（
※
2
）電
力
の
需
要
と
供
給
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
一
致
さ
せ
る
た
め
に
必

要
な
需
給
調
整
能
力
を
調
達
す
る
た
め
の
市
場
。

（
※
3
）需
要
家
側
が
空
調
や
家
電
な
ど
の
電
力
の
使
用
を
抑
制
す
る
よ

う
電
力
消
費
パ
タ
ー
ン
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
。

（
※
4
）需
要
家
が
節
電
し
た
電
力
量（
ネ
ガ
ワ
ッ
ト
）に
対
し
て
、対
価
を

支
払
う「
ネ
ガ
ワ
ッ
ト
取
引
」の
た
め
の
市
場
が
2
0
1
7
年
度
に

整
備
さ
れ
る
。

●再生可能エネルギーの効果的な活用が電力市場活性化の鍵。

●世界中で電力需給管理の高度化に向けた技術開発が進展。

●日本でもこうした取り組みを通じて多様な業種でビジネスチャンスが拡大。

　
太
陽
光
発
電
を
は
じ
め
と
す
る
分
散
型
電
源
や
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
二
次
電
池
な
ど
の
蓄
電
技
術
は
、生
産
量
拡
大・技
術

革
新
に
よ
る
価
格
低
下
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、2
0
3
0
年
に

向
け
て
相
当
程
度（
住
宅
用
太
陽
光
発
電
、エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
、

コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
で
火
力
発
電
所
24
基
分
な

ど
）が
導
入
さ
れ
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
増
大

す
る
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
活
用
し
て
電
力
需
給
管
理
を

高
度
化
す
る
仕
組
み
が
エ
ネ
ル
ギ
ー・リ
ソ
ー
ス・ア
グ
リ
ゲ
ー

シ
ョ
ン（
※
1
）だ
。こ
れ
に
よ
り
、分
散
設
置
さ
れ
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
リ
ソ
ー
ス（
発
電
設
備
、蓄
電
設
備
、需
要
設
備
）を

I
C
T
技
術
の
活
用
に
よ
り
統
合
制
御
し
、あ
た
か
も
発
電

所（
仮
想
発
電
所
、Virtual Pow

er Plant

〔
V
P
P
〕）の

よ
う
に
機
能
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　
海
外
で
は
、欧
州・ア
メ
リ
カ
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
背
景
の
中

で
、V
P
P
の
事
業
化
が
進
み
つ
つ
あ
る
。欧
州（
特
に
ド
イ
ツ・

イ
ギ
リ
ス
）で
は
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
量
導
入
が
火

力
電
源
の
設
備
稼
働
率
低
下
を
引
き
起
こ
し
た
。そ
の
た
め

電
力
需
給
調
整
機
能
の
代
替
が
必
要
と
な
り
、そ
の
受
け
皿

と
し
て
、小
規
模
電
源
を
複
数
集
め
て
需
給
調
整
市
場（
※
2
）

に
市
場
参
画
さ
せ
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。ア
メ
リ
カ

で
は
電
気
事
業
制
度
改
革
に
よ
っ
て
発
電
設
備
投
資
が
抑
制

さ
れ
、供
給
力
不
足
の
解
消
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。こ
の
た

め
、デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス（
※
3
）を
供
給
力
と
し
て
活
用
す
る

こ
と
が
制
度
化
さ
れ
て
お
り
、需
要
設
備
を
制
御
す
る
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

［図1］電力会社の切り替えを「する」・「しない」最大の理由（上位3項目）

出所：三菱総合研究所

電力自由化半年後、
これから広がるビジネスチャンス

電力自由化半年後、これから広がるビジネスチャンス
【特 集】

マイナンバーカード 健康保険証への適用が多様なサービスを創出
【ＩＣＴ】

サイバー攻撃から工場やインフラを守る
【セキュリティー】

５２％ 65～69歳男性の就業率
【数字は語る】

市
場
動
向
と
課
題

1

切り替えを
「する」
最大の理由

切り替えを
「しない」
最大の理由

1

2

3

1

2

3

月々の電気料金が安くなりそうだから

現状の電力会社に不満があるから

月々の電気の利用でポイントが付くから

特に明確な理由はない

月々の電気料金があまり安く
ならなそうだから

切り替えの手続きが面倒だから
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電
力
小
売
に
新
規
参
入
す
る
新
電
力
の
事
業
者
と
し
て
登
録

さ
れ
、市
場
競
争
の
活
発
化
が
期
待
さ
れ
た
が
、ふ
た
を
開
け

れ
ば
2
0
1
6
年
9
月
末
時
点
で
電
力
会
社
を
切
り
替
え
た

家
庭
の
需
要
家
は
3
%
程
度
と
、大
手
電
力
会
社
の
寡
占
状

況
が
継
続
し
て
い
る
。自
由
化
で
先
行
す
る
欧
米
諸
国
で
は
、

例
え
ば
イ
ギ
リ
ス
で
自
由
化
後
1
年
間
に
10
%
程
度
が
切
り

替
え
て
お
り
、日
本
は
非
常
に
低
調
な
水
準
で
あ
る
。

①
日
本
と
海
外
の
電
力
会
社
選
択
理
由

 

当
社
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
れ
ば
、電
力
会
社

を
切
り
替
え
る
最
大
の
理
由
は「
月
々
の
電
気
料
金
が
安
く

な
り
そ
う
だ
か
ら
」が
大
半
を
占
め
て
い
る（
図
1
）。ま
た
、電

力
会
社
を
切
り
替
え
て
い
な
い
理
由
も
、電
気
料
金
に
関
す
る

理
由
が
上
位
に
位
置
し
て
お
り
、自
由
化
後
、ま
ず
は
、需
要

家
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
訴
求
す
る
サ
ー
ビ
ス
競
争
と
い
う
よ
り

も
、価
格
競
争
が
先
行
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。一
方
、す
で
に

自
由
化
が
進
む
海
外
諸
国
に
目
を
転
じ
れ
ば
、「
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
電
力
1
0
0
%
プ
ラ
ン
」「
他
商
材（
通
信
サ
ー
ビ

ス
、商
品
券
な
ど
）と
の
セ
ッ
ト
販
売
」「
I
T
を
活
用
し
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
」な
ど
、新
規
参
入
者
が
多

様
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、価
格
以
外
の
理
由
か
ら
も
電
力

会
社
の
切
り
替
え
が
活
発
化
す
る
様
子
が
見
受
け
ら
れ
る
。

②
日
本
と
海
外
の
電
力
小
売
市
場
環
境

 

海
外
の
電
力
小
売
市
場
が
活
性
化
し
て
い
る
要
因
と
し
て
、

新
規
参
入
者
に
と
っ
て
の
電
源
調
達
の
た
や
す
さ
が
挙
げ
ら
れ

る
。自
社
で
発
電
所
を
保
有
し
な
い
新
規
参
入
者
に
と
っ
て

は
、卸
電
力
取
引
市
場
の
活
用
が
安
定
的
に
電
力
を
確
保
す

る
有
力
な
手
段
と
な
る
。イ
ギ
リ
ス
で
は
国
内
消
費
電
力
の
50

%
以
上
、フ
ラ
ン
ス
で
は
20
%
以
上
が
卸
電
力
取
引
市
場
か
ら

調
達
さ
れ
て
お
り
、新
規
参
入
者
が
電
源
を
調
達
し
や
す
い

環
境
が
存
在
す
る
。こ
れ
に
対
し
、日
本
の
卸
電
力
取
引
市
場

で
あ
る
日
本
卸
電
力
取
引
所
の
シ
ェ
ア
は
2
%
程
度
で
あ
る
。

　
2
0
1
6
年
4
月
に
電
力
小
売
の
全
面
自
由
化
が
実
施
さ

れ
て
か
ら
は
や
半
年
が
経
過
し
た
。3
0
0
を
超
え
る
企
業
が

多
く
の
新
規
参
入
者
は
、大
規
模
な
火
力
発
電
所
に
設
備
投

資
し
自
社
で
電
源
を
保
有
す
る
こ
と
は
難
し
い
。卸
電
力
取

引
市
場
が
活
発
で
な
い
こ
と
は
新
規
参
入
者
の
安
定
的
な
経

営
を
直
撃
す
る
。こ
れ
も
電
力
会
社
の
切
り
替
え
が
進
ま
な
い

大
き
な
理
由
の
一
つ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
市
場
活
性
化
の
鍵
で
あ
る
卸
電
力
取
引
市
場
の
取
引
増
加

に
つ
い
て
は
、取
引
ル
ー
ル
な
ど
制
度
設
計
の
途
上
で
あ
る
が
、

取
引
量
を
増
大
さ
せ
る
方
向
で
議
論
が
進
展
し
て
い
る
。そ
の

中
で
、新
規
参
入
者
に
と
っ
て
有
効
な
選
択
肢
と
な
り
う
る
の

は
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
源
の
有
効
活
用
で
あ
る
。

　
大
規
模
水
力
発
電
を
除
い
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ

る
発
電
量
は
、2
0
1
2
年
7
月
の「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
固
定
価
格
買
取
制
度（
F
I
T
）」導
入
以
降
に
急
増
し
て

お
り
、「
長
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
見
通
し（
経
済
産
業
省
）」で

は
2
0
3
0
年
度
に
13
%（
2
0
1
4
年
度
時
点
で
は
3.2
%
）

を
超
え
る
将
来
像
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
固
定
価
格
買
取
制
度
で
買
い
取
ら
れ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
よ
る
電
力
は
、2
0
1
7
年
度
以
降
に
卸
電
力
取
引

市
場
で
取
り
引
き
さ
れ
る
よ
う
に
、制
度
設
計
が
進
ん
で
い

る
。再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
拡
大
は
、新
規
参
入
者
へ

の
電
源
調
達
の
容
易
化
、電
力
市
場
の
活
性
化
に
と
っ
て
追
い

風
と
な
る
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
電
力
を
効
果
的
に
活
用
す
る

た
め
に
は
課
題
も
あ
る
。導
入
が
進
ん
で
い
る
太
陽
光
発
電
、風

力
発
電
の
発
電
量
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
天
候
、風
況（
風
速
や
風

向
き
な
ど
風
の
吹
き
方
）に
左
右
さ
れ
る
た
め
、不
安
定
で
あ

る
。太
陽
光
発
電
、風
力
発
電
の
急
増
は
、こ
れ
ま
で
の
安
定
し

た
電
力
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す
こ
と
が
想
定
さ
れ
、強
制
的
に

出
力
を
抑
制
す
る
こ
と
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、2
0
1
9

年
度
以
降
に
F
I
T
に
よ
る
買
取
期
間
が
終
了
す
る
住
宅
用

太
陽
光
発
電
設
備
が
徐
々
に
増
加
す
る
。そ
の
結
果
、住
宅
用

太
陽
光
発
電
設
備
で
発
電
し
た
電
力
を
電
力
会
社
へ
売
る
よ
り

も
、家
庭
で
消
費
し
て
電
気
料
金
を
節
約
す
る
こ
と
を
選
択
す

る
住
宅
が
増
加
す
る
。こ
う
し
た
状
況
に
対
応
し
て
、自
家
発

電
と
自
家
消
費
を
、蓄
電
池
な
ど
の
活
用
に
よ
り
効
率
的
に
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
の
普
及
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
将
来
的
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
電
力
を
効
果
的

に
運
用
し
て
い
く
た
め
に
は
、従
来
の
電
力
の
需
給
管
理
の
精

度
を
向
上
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
だ
。再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
加
え
、蓄
電
池
な
ど
の
分
散
型
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
組
み
合

わ
せ
た
、新
た
な
電
力
需
給
管
理
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
が
重
要

と
な
る
。こ
う
し
た
課
題
解
決
の
た
め
の
取
り
組
み
が
、自
由

化
後
の
電
力
小
売
市
場
の
一
層
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
と
同

時
に
、発
電
事
業
者
や
電
力
小
売
事
業
者
に
と
ど
ま
ら
な
い
多

様
な
企
業
が
参
画
可
能
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
生
み
出
す
。

　
生
活
者
に
と
っ
て
は
、自
由
化
進
展
に
よ
る
電
気
料
金
の
低

減
な
ど
の
価
格
面
の
メ
リ
ッ
ト
に
加
え
、電
力
需
給
管
理
シ
ス

テ
ム
を
通
じ
た
自
宅
の
省
エ
ネ
化
が
期
待
さ
れ
る
。同
時
に
、

既
存
電
力
会
社
や
新
規
参
入
者
が
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
や
見

守
り・駆
け
つ
け
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
生
活
者
を
支
援
す
る
サ
ー

ビ
ス
を
始
め
て
お
り
、こ
れ
ら
の
付
帯
サ
ー
ビ
ス
が
生
活
利
便

性
向
上
に
役
立
つ
。

　
日
本
で
も
、重
点
政
策
分
野
を
決
定
し
、2
0
2
0
年
ま
で

に
改
革・イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
加
速
し
て
い
く「
改
革
2
0
2
0
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
と
し
て
こ
の
統
合
管
理
の
仕
組
み
を
取

り
上
げ
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
際
の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
化
を
目

指
し
て
い
る
。具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、「
バ
ー
チ
ャ
ル
パ

ワ
ー
プ
ラ
ン
ト
構
築
実
証
事
業
」が
2
0
1
6
〜
2
0
2
0

年
の
5
年
事
業
と
し
て
推
進
さ
れ
て
お
り
、50
M
W
以
上
の

仮
想
発
電
所
の
制
御
技
術
の
確
立
に
向
け
、さ
ら
な
る
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
拡
大
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー・負
荷
平
準
化

な
ど
を
進
め
て
い
る
。同
事
業
に
は
、電
力
会
社（
東
京
電
力
、

関
西
電
力
）の
ほ
か
、N
E
C
、ア
ズ
ビ
ル
、エ
ナ
リ
ス
、S
B
エ

ナ
ジ
ー
、ロ
ー
ソ
ン
と
い
っ
た
多
様
な
業
種
が
参
画
し
て
い
る
。

　
今
後
、通
信
規
格
整
備
や
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
確
保
、

収
集
さ
れ
た
デ
ー
タ
利
活
用
に
よ
る
制
御
の
高
度
化（
人
工
知

能
の
活
用
を
含
む
）と
い
っ
た
I
C
T
技
術
が
キ
ー
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
と
な
る
。そ
の
意
味
に
お
い
て
、従
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
業
界

企
業
の
み
な
ら
ず
、情
報・通
信
な
ど
異
業
種
企
業
、さ
ら
に
は

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
な
ど
の
積
極
的
な
参
画
が
期
待
さ
れ
る
。

　
電
力
お
よ
び
ガ
ス
の
シ
ス
テ
ム
改
革
を
契
機
と
し
て
、分
散

型
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
が
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、企
業
が
エ

ネ
ル
ギ
ー
市
場
に
参
画
す
る
方
法
は
、従
来
の
発
電
、送
電
、

小
売
と
い
う
枠
組
み
を
飛
び
越
え
、多
方
面
に
拡
大
す
る
。

　
分
散
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー・リ
ソ
ー
ス
の
統
合
を
担
う
エ
ネ
ル

ギ
ー・リ
ソ
ー
ス・ア
グ
リ
ゲ
ー
タ
ー（
以
下
、ア
グ
リ
ゲ
ー
タ
ー
）

は
、統
合
制
御
す
る
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
有
効
活
用
し
、

「
ネ
ガ
ワ
ッ
ト 

取
引
市
場（
※
4
）」や「
需
給
調
整
市
場
」な
ど

で
取
り
引
き
す
る
こ
と
で
、対
価（
収
益
）を
獲
得
す
る
こ
と
が

で
き
る
。企
業
は
自
社
で
保
有
す
る
蓄
電
池・自
家
発
電・E
V

な
ど
を
、ア
グ
リ
ゲ
ー
タ
ー
に
提
供
す
る
こ
と
で
、対
価（
収

益
）を
得
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。ま
た
、通
信
や
I
T
に
関
わ

る
企
業
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
制
御
に
関
わ
る
通
信
技
術
や
分
析

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
提
供
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
る
。加
え
て
、

生
活
者
に
と
っ
て
は
、自
宅
の
太
陽
光
発
電・蓄
電
池・E
V
を

ア
グ
リ
ゲ
ー
タ
ー
に
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　
こ
の
よ
う
に
多
岐
に
わ
た
る
業
種
に
お
い
て
、図
2
の
よ
う

な
事
業
機
会
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
。ま
た
、こ
れ
ら
多
様
な

企
業
の
協
働
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
に
付
随
す
る
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
ア
イ
デ
ア
の
統
合
を
促
進
し
、そ
こ
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

も
生
ま
れ
る
。電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
の
目
的
と
し
て
、①
安
定

供
給
確
保
、②
電
気
料
金
の
最
大
限
の
抑
制
、③
電
気
利
用

の
選
択
肢
や
企
業
の
事
業
機
会
の
拡
大
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る

が
、こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
通
じ
て
、生
活
者
に
と
っ
て
も
企

業
に
と
っ
て
も
真
に
効
果
の
あ
る
電
力
自
由
化
が
実
現
す
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
※
1
）再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、蓄
電
池
、需
要
家
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー・リ

ソ
ー
ス
を
通
信
技
術
に
よ
り
集
約
し
、一
つ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー・リ
ソ
ー

ス
と
し
て
機
能
さ
せ
、電
力
系
統
へ
の
貢
献
な
ど
新
た
な
価
値
を

創
出
す
る
こ
と
。

（
※
2
）電
力
の
需
要
と
供
給
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
一
致
さ
せ
る
た
め
に
必

要
な
需
給
調
整
能
力
を
調
達
す
る
た
め
の
市
場
。

（
※
3
）需
要
家
側
が
空
調
や
家
電
な
ど
の
電
力
の
使
用
を
抑
制
す
る
よ

う
電
力
消
費
パ
タ
ー
ン
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
。

（
※
4
）需
要
家
が
節
電
し
た
電
力
量（
ネ
ガ
ワ
ッ
ト
）に
対
し
て
、対
価
を

支
払
う「
ネ
ガ
ワ
ッ
ト
取
引
」の
た
め
の
市
場
が
2
0
1
7
年
度
に

整
備
さ
れ
る
。

　
太
陽
光
発
電
を
は
じ
め
と
す
る
分
散
型
電
源
や
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
二
次
電
池
な
ど
の
蓄
電
技
術
は
、生
産
量
拡
大・技
術

革
新
に
よ
る
価
格
低
下
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、2
0
3
0
年
に

向
け
て
相
当
程
度（
住
宅
用
太
陽
光
発
電
、エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
、

コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
で
火
力
発
電
所
24
基
分
な

ど
）が
導
入
さ
れ
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
増
大

す
る
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
活
用
し
て
電
力
需
給
管
理
を

高
度
化
す
る
仕
組
み
が
エ
ネ
ル
ギ
ー・リ
ソ
ー
ス・ア
グ
リ
ゲ
ー

シ
ョ
ン（
※
1
）だ
。こ
れ
に
よ
り
、分
散
設
置
さ
れ
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
リ
ソ
ー
ス（
発
電
設
備
、蓄
電
設
備
、需
要
設
備
）を

I
C
T
技
術
の
活
用
に
よ
り
統
合
制
御
し
、あ
た
か
も
発
電

所（
仮
想
発
電
所
、Virtual Pow

er Plant

〔
V
P
P
〕）の

よ
う
に
機
能
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　
海
外
で
は
、欧
州・ア
メ
リ
カ
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
背
景
の
中

で
、V
P
P
の
事
業
化
が
進
み
つ
つ
あ
る
。欧
州（
特
に
ド
イ
ツ・

イ
ギ
リ
ス
）で
は
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
量
導
入
が
火

力
電
源
の
設
備
稼
働
率
低
下
を
引
き
起
こ
し
た
。そ
の
た
め

電
力
需
給
調
整
機
能
の
代
替
が
必
要
と
な
り
、そ
の
受
け
皿

と
し
て
、小
規
模
電
源
を
複
数
集
め
て
需
給
調
整
市
場（
※
2
）

に
市
場
参
画
さ
せ
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。ア
メ
リ
カ

で
は
電
気
事
業
制
度
改
革
に
よ
っ
て
発
電
設
備
投
資
が
抑
制

さ
れ
、供
給
力
不
足
の
解
消
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。こ
の
た

め
、デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス（
※
3
）を
供
給
力
と
し
て
活
用
す
る

こ
と
が
制
度
化
さ
れ
て
お
り
、需
要
設
備
を
制
御
す
る
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

電
力
需
給
管
理
高
度
化
に
向
け
た

取
り
組
み

2

さ
ま
ざ
ま
な
業
種
に
広
が
る

企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

3

［図2］エネルギー・リソースを活用したビジネス展開の概念図

出所：三菱総合研究所

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
よ
る

電
力
市
場
活
性
化
の
可
能
性

2

エネルギー・リソース・
アグリゲーター

取引市場
2017：ネガワット取引市場
2020：需給調整市場

IT、通信

リソース提供 対価

リソース提供
•空調、照明、
 生産ラインの制御
•自家発電、再エネ電源、
 蓄電池の活用

対価

工場を起点として、
自社リソースおよび地域の電源などを

活用した事業展開

ビルマネジメントの
新しい付加価値としての事業展開

家庭も含めた地域の
あらゆるエネルギー・リソースを

需給調整

•空調、ヒートポンプ、
 照明などの制御

対価

対価

対価
リソース提供

機能提供
•エネルギー・リソースをアグリゲートする
 技術提供、解析アルゴリズム提供など

•家庭のPV、蓄電池、
 EVなどの制御

リソース提供
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電
力
小
売
に
新
規
参
入
す
る
新
電
力
の
事
業
者
と
し
て
登
録

さ
れ
、市
場
競
争
の
活
発
化
が
期
待
さ
れ
た
が
、ふ
た
を
開
け

れ
ば
2
0
1
6
年
9
月
末
時
点
で
電
力
会
社
を
切
り
替
え
た

家
庭
の
需
要
家
は
3
%
程
度
と
、大
手
電
力
会
社
の
寡
占
状

況
が
継
続
し
て
い
る
。自
由
化
で
先
行
す
る
欧
米
諸
国
で
は
、

例
え
ば
イ
ギ
リ
ス
で
自
由
化
後
1
年
間
に
10
%
程
度
が
切
り

替
え
て
お
り
、日
本
は
非
常
に
低
調
な
水
準
で
あ
る
。

①
日
本
と
海
外
の
電
力
会
社
選
択
理
由

 

当
社
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
れ
ば
、電
力
会
社

を
切
り
替
え
る
最
大
の
理
由
は「
月
々
の
電
気
料
金
が
安
く

な
り
そ
う
だ
か
ら
」が
大
半
を
占
め
て
い
る（
図
1
）。ま
た
、電

力
会
社
を
切
り
替
え
て
い
な
い
理
由
も
、電
気
料
金
に
関
す
る

理
由
が
上
位
に
位
置
し
て
お
り
、自
由
化
後
、ま
ず
は
、需
要

家
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
訴
求
す
る
サ
ー
ビ
ス
競
争
と
い
う
よ
り

も
、価
格
競
争
が
先
行
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。一
方
、す
で
に

自
由
化
が
進
む
海
外
諸
国
に
目
を
転
じ
れ
ば
、「
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
電
力
1
0
0
%
プ
ラ
ン
」「
他
商
材（
通
信
サ
ー
ビ

ス
、商
品
券
な
ど
）と
の
セ
ッ
ト
販
売
」「
I
T
を
活
用
し
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
」な
ど
、新
規
参
入
者
が
多

様
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、価
格
以
外
の
理
由
か
ら
も
電
力

会
社
の
切
り
替
え
が
活
発
化
す
る
様
子
が
見
受
け
ら
れ
る
。

②
日
本
と
海
外
の
電
力
小
売
市
場
環
境

 

海
外
の
電
力
小
売
市
場
が
活
性
化
し
て
い
る
要
因
と
し
て
、

新
規
参
入
者
に
と
っ
て
の
電
源
調
達
の
た
や
す
さ
が
挙
げ
ら
れ

る
。自
社
で
発
電
所
を
保
有
し
な
い
新
規
参
入
者
に
と
っ
て

は
、卸
電
力
取
引
市
場
の
活
用
が
安
定
的
に
電
力
を
確
保
す

る
有
力
な
手
段
と
な
る
。イ
ギ
リ
ス
で
は
国
内
消
費
電
力
の
50

%
以
上
、フ
ラ
ン
ス
で
は
20
%
以
上
が
卸
電
力
取
引
市
場
か
ら

調
達
さ
れ
て
お
り
、新
規
参
入
者
が
電
源
を
調
達
し
や
す
い

環
境
が
存
在
す
る
。こ
れ
に
対
し
、日
本
の
卸
電
力
取
引
市
場

で
あ
る
日
本
卸
電
力
取
引
所
の
シ
ェ
ア
は
2
%
程
度
で
あ
る
。

　
2
0
1
6
年
4
月
に
電
力
小
売
の
全
面
自
由
化
が
実
施
さ

れ
て
か
ら
は
や
半
年
が
経
過
し
た
。3
0
0
を
超
え
る
企
業
が

多
く
の
新
規
参
入
者
は
、大
規
模
な
火
力
発
電
所
に
設
備
投

資
し
自
社
で
電
源
を
保
有
す
る
こ
と
は
難
し
い
。卸
電
力
取

引
市
場
が
活
発
で
な
い
こ
と
は
新
規
参
入
者
の
安
定
的
な
経

営
を
直
撃
す
る
。こ
れ
も
電
力
会
社
の
切
り
替
え
が
進
ま
な
い

大
き
な
理
由
の
一
つ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
市
場
活
性
化
の
鍵
で
あ
る
卸
電
力
取
引
市
場
の
取
引
増
加

に
つ
い
て
は
、取
引
ル
ー
ル
な
ど
制
度
設
計
の
途
上
で
あ
る
が
、

取
引
量
を
増
大
さ
せ
る
方
向
で
議
論
が
進
展
し
て
い
る
。そ
の

中
で
、新
規
参
入
者
に
と
っ
て
有
効
な
選
択
肢
と
な
り
う
る
の

は
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
源
の
有
効
活
用
で
あ
る
。

　
大
規
模
水
力
発
電
を
除
い
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ

る
発
電
量
は
、2
0
1
2
年
7
月
の「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
固
定
価
格
買
取
制
度（
F
I
T
）」導
入
以
降
に
急
増
し
て

お
り
、「
長
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
見
通
し（
経
済
産
業
省
）」で

は
2
0
3
0
年
度
に
13
%（
2
0
1
4
年
度
時
点
で
は
3.2
%
）

を
超
え
る
将
来
像
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
固
定
価
格
買
取
制
度
で
買
い
取
ら
れ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
よ
る
電
力
は
、2
0
1
7
年
度
以
降
に
卸
電
力
取
引

市
場
で
取
り
引
き
さ
れ
る
よ
う
に
、制
度
設
計
が
進
ん
で
い

る
。再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
拡
大
は
、新
規
参
入
者
へ

の
電
源
調
達
の
容
易
化
、電
力
市
場
の
活
性
化
に
と
っ
て
追
い

風
と
な
る
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
電
力
を
効
果
的
に
活
用
す
る

た
め
に
は
課
題
も
あ
る
。導
入
が
進
ん
で
い
る
太
陽
光
発
電
、風

力
発
電
の
発
電
量
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
天
候
、風
況（
風
速
や
風

向
き
な
ど
風
の
吹
き
方
）に
左
右
さ
れ
る
た
め
、不
安
定
で
あ

る
。太
陽
光
発
電
、風
力
発
電
の
急
増
は
、こ
れ
ま
で
の
安
定
し

た
電
力
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す
こ
と
が
想
定
さ
れ
、強
制
的
に

出
力
を
抑
制
す
る
こ
と
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、2
0
1
9

年
度
以
降
に
F
I
T
に
よ
る
買
取
期
間
が
終
了
す
る
住
宅
用

太
陽
光
発
電
設
備
が
徐
々
に
増
加
す
る
。そ
の
結
果
、住
宅
用

太
陽
光
発
電
設
備
で
発
電
し
た
電
力
を
電
力
会
社
へ
売
る
よ
り

も
、家
庭
で
消
費
し
て
電
気
料
金
を
節
約
す
る
こ
と
を
選
択
す

る
住
宅
が
増
加
す
る
。こ
う
し
た
状
況
に
対
応
し
て
、自
家
発

電
と
自
家
消
費
を
、蓄
電
池
な
ど
の
活
用
に
よ
り
効
率
的
に
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
の
普
及
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
将
来
的
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
電
力
を
効
果
的

に
運
用
し
て
い
く
た
め
に
は
、従
来
の
電
力
の
需
給
管
理
の
精

度
を
向
上
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
だ
。再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
加
え
、蓄
電
池
な
ど
の
分
散
型
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
組
み
合

わ
せ
た
、新
た
な
電
力
需
給
管
理
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
が
重
要

と
な
る
。こ
う
し
た
課
題
解
決
の
た
め
の
取
り
組
み
が
、自
由

化
後
の
電
力
小
売
市
場
の
一
層
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
と
同

時
に
、発
電
事
業
者
や
電
力
小
売
事
業
者
に
と
ど
ま
ら
な
い
多

様
な
企
業
が
参
画
可
能
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
生
み
出
す
。

　
生
活
者
に
と
っ
て
は
、自
由
化
進
展
に
よ
る
電
気
料
金
の
低

減
な
ど
の
価
格
面
の
メ
リ
ッ
ト
に
加
え
、電
力
需
給
管
理
シ
ス

テ
ム
を
通
じ
た
自
宅
の
省
エ
ネ
化
が
期
待
さ
れ
る
。同
時
に
、

既
存
電
力
会
社
や
新
規
参
入
者
が
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
や
見

守
り・駆
け
つ
け
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
生
活
者
を
支
援
す
る
サ
ー

ビ
ス
を
始
め
て
お
り
、こ
れ
ら
の
付
帯
サ
ー
ビ
ス
が
生
活
利
便

性
向
上
に
役
立
つ
。

　
日
本
で
も
、重
点
政
策
分
野
を
決
定
し
、2
0
2
0
年
ま
で

に
改
革・イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
加
速
し
て
い
く「
改
革
2
0
2
0
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
と
し
て
こ
の
統
合
管
理
の
仕
組
み
を
取

り
上
げ
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
際
の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
化
を
目

指
し
て
い
る
。具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、「
バ
ー
チ
ャ
ル
パ

ワ
ー
プ
ラ
ン
ト
構
築
実
証
事
業
」が
2
0
1
6
〜
2
0
2
0

年
の
5
年
事
業
と
し
て
推
進
さ
れ
て
お
り
、50
M
W
以
上
の

仮
想
発
電
所
の
制
御
技
術
の
確
立
に
向
け
、さ
ら
な
る
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
拡
大
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー・負
荷
平
準
化

な
ど
を
進
め
て
い
る
。同
事
業
に
は
、電
力
会
社（
東
京
電
力
、

関
西
電
力
）の
ほ
か
、N
E
C
、ア
ズ
ビ
ル
、エ
ナ
リ
ス
、S
B
エ

ナ
ジ
ー
、ロ
ー
ソ
ン
と
い
っ
た
多
様
な
業
種
が
参
画
し
て
い
る
。

　
今
後
、通
信
規
格
整
備
や
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
確
保
、

収
集
さ
れ
た
デ
ー
タ
利
活
用
に
よ
る
制
御
の
高
度
化（
人
工
知

能
の
活
用
を
含
む
）と
い
っ
た
I
C
T
技
術
が
キ
ー
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
と
な
る
。そ
の
意
味
に
お
い
て
、従
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
業
界

企
業
の
み
な
ら
ず
、情
報・通
信
な
ど
異
業
種
企
業
、さ
ら
に
は

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
な
ど
の
積
極
的
な
参
画
が
期
待
さ
れ
る
。

　
電
力
お
よ
び
ガ
ス
の
シ
ス
テ
ム
改
革
を
契
機
と
し
て
、分
散

型
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
が
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、企
業
が
エ

ネ
ル
ギ
ー
市
場
に
参
画
す
る
方
法
は
、従
来
の
発
電
、送
電
、

小
売
と
い
う
枠
組
み
を
飛
び
越
え
、多
方
面
に
拡
大
す
る
。

　
分
散
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー・リ
ソ
ー
ス
の
統
合
を
担
う
エ
ネ
ル

ギ
ー・リ
ソ
ー
ス・ア
グ
リ
ゲ
ー
タ
ー（
以
下
、ア
グ
リ
ゲ
ー
タ
ー
）

は
、統
合
制
御
す
る
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
有
効
活
用
し
、

「
ネ
ガ
ワ
ッ
ト 

取
引
市
場（
※
4
）」や「
需
給
調
整
市
場
」な
ど

で
取
り
引
き
す
る
こ
と
で
、対
価（
収
益
）を
獲
得
す
る
こ
と
が

で
き
る
。企
業
は
自
社
で
保
有
す
る
蓄
電
池・自
家
発
電・E
V

な
ど
を
、ア
グ
リ
ゲ
ー
タ
ー
に
提
供
す
る
こ
と
で
、対
価（
収

益
）を
得
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。ま
た
、通
信
や
I
T
に
関
わ

る
企
業
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
制
御
に
関
わ
る
通
信
技
術
や
分
析

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
提
供
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
る
。加
え
て
、

生
活
者
に
と
っ
て
は
、自
宅
の
太
陽
光
発
電・蓄
電
池・E
V
を

ア
グ
リ
ゲ
ー
タ
ー
に
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　
こ
の
よ
う
に
多
岐
に
わ
た
る
業
種
に
お
い
て
、図
2
の
よ
う

な
事
業
機
会
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
。ま
た
、こ
れ
ら
多
様
な

企
業
の
協
働
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
に
付
随
す
る
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
ア
イ
デ
ア
の
統
合
を
促
進
し
、そ
こ
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

も
生
ま
れ
る
。電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
の
目
的
と
し
て
、①
安
定

供
給
確
保
、②
電
気
料
金
の
最
大
限
の
抑
制
、③
電
気
利
用

の
選
択
肢
や
企
業
の
事
業
機
会
の
拡
大
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る

が
、こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
通
じ
て
、生
活
者
に
と
っ
て
も
企

業
に
と
っ
て
も
真
に
効
果
の
あ
る
電
力
自
由
化
が
実
現
す
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
※
1
）再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、蓄
電
池
、需
要
家
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー・リ

ソ
ー
ス
を
通
信
技
術
に
よ
り
集
約
し
、一
つ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー・リ
ソ
ー

ス
と
し
て
機
能
さ
せ
、電
力
系
統
へ
の
貢
献
な
ど
新
た
な
価
値
を

創
出
す
る
こ
と
。

（
※
2
）電
力
の
需
要
と
供
給
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
一
致
さ
せ
る
た
め
に
必

要
な
需
給
調
整
能
力
を
調
達
す
る
た
め
の
市
場
。

（
※
3
）需
要
家
側
が
空
調
や
家
電
な
ど
の
電
力
の
使
用
を
抑
制
す
る
よ

う
電
力
消
費
パ
タ
ー
ン
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
。

（
※
4
）需
要
家
が
節
電
し
た
電
力
量（
ネ
ガ
ワ
ッ
ト
）に
対
し
て
、対
価
を

支
払
う「
ネ
ガ
ワ
ッ
ト
取
引
」の
た
め
の
市
場
が
2
0
1
7
年
度
に

整
備
さ
れ
る
。

　
太
陽
光
発
電
を
は
じ
め
と
す
る
分
散
型
電
源
や
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
二
次
電
池
な
ど
の
蓄
電
技
術
は
、生
産
量
拡
大・技
術

革
新
に
よ
る
価
格
低
下
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、2
0
3
0
年
に

向
け
て
相
当
程
度（
住
宅
用
太
陽
光
発
電
、エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
、

コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
で
火
力
発
電
所
24
基
分
な

ど
）が
導
入
さ
れ
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
増
大

す
る
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
活
用
し
て
電
力
需
給
管
理
を

高
度
化
す
る
仕
組
み
が
エ
ネ
ル
ギ
ー・リ
ソ
ー
ス・ア
グ
リ
ゲ
ー

シ
ョ
ン（
※
1
）だ
。こ
れ
に
よ
り
、分
散
設
置
さ
れ
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
リ
ソ
ー
ス（
発
電
設
備
、蓄
電
設
備
、需
要
設
備
）を

I
C
T
技
術
の
活
用
に
よ
り
統
合
制
御
し
、あ
た
か
も
発
電

所（
仮
想
発
電
所
、Virtual Pow

er Plant

〔
V
P
P
〕）の

よ
う
に
機
能
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　
海
外
で
は
、欧
州・ア
メ
リ
カ
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
背
景
の
中

で
、V
P
P
の
事
業
化
が
進
み
つ
つ
あ
る
。欧
州（
特
に
ド
イ
ツ・

イ
ギ
リ
ス
）で
は
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
量
導
入
が
火

力
電
源
の
設
備
稼
働
率
低
下
を
引
き
起
こ
し
た
。そ
の
た
め

電
力
需
給
調
整
機
能
の
代
替
が
必
要
と
な
り
、そ
の
受
け
皿

と
し
て
、小
規
模
電
源
を
複
数
集
め
て
需
給
調
整
市
場（
※
2
）

に
市
場
参
画
さ
せ
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。ア
メ
リ
カ

で
は
電
気
事
業
制
度
改
革
に
よ
っ
て
発
電
設
備
投
資
が
抑
制

さ
れ
、供
給
力
不
足
の
解
消
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。こ
の
た

め
、デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス（
※
3
）を
供
給
力
と
し
て
活
用
す
る

こ
と
が
制
度
化
さ
れ
て
お
り
、需
要
設
備
を
制
御
す
る
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

電
力
需
給
管
理
高
度
化
に
向
け
た

取
り
組
み

2

さ
ま
ざ
ま
な
業
種
に
広
が
る

企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

3

［図2］エネルギー・リソースを活用したビジネス展開の概念図

出所：三菱総合研究所

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
よ
る

電
力
市
場
活
性
化
の
可
能
性

2

エネルギー・リソース・
アグリゲーター

取引市場
2017：ネガワット取引市場
2020：需給調整市場

IT、通信

リソース提供 対価

リソース提供
•空調、照明、
 生産ラインの制御
•自家発電、再エネ電源、
 蓄電池の活用

対価

工場を起点として、
自社リソースおよび地域の電源などを

活用した事業展開

ビルマネジメントの
新しい付加価値としての事業展開

家庭も含めた地域の
あらゆるエネルギー・リソースを

需給調整

•空調、ヒートポンプ、
 照明などの制御

対価

対価

対価
リソース提供

機能提供
•エネルギー・リソースをアグリゲートする
 技術提供、解析アルゴリズム提供など

•家庭のPV、蓄電池、
 EVなどの制御

リソース提供
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【セキュリティー】

サイバー攻撃から
工場やインフラを守る

社会ICT事業本部　松崎 和賢

　
近
年
、工
場
や
発
電
所
が
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
対
象
と
な
る
被

害
が
目
立
ち
始
め
て
い
る
。工
場
の
ラ
イ
ン
が
ウ
イ
ル
ス
で
止

ま
る
と
い
う
話
に
加
え
、ド
イ
ツ
の
製
鉄
所
で
は
溶
鉱
炉
損
傷

が
起
き
た
。複
雑
な
装
置
群
を
稼
働
さ
せ
る
制
御
シ
ス
テ
ム
が

攻
撃
を
受
け
る
と
、物
損
や
人
的
被
害
、事
業
停
止
に
ま
で
直

結
す
る
。電
力
分
野
で
は
、政
府
が
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

に
関
す
る
規
定
を
整
備
し
、先
行
し
て
定
め
ら
れ
て
い
た
指
針

（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）の
順
守
が
義
務
化
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、制
御
シ
ス
テ
ム
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
は
一
筋
縄

で
は
い
か
な
い
。指
針
に
基
づ
い
て
対
策
を
具
体
化
す
る
場
合

も
、ど
こ
ま
で
や
れ
ば
良
い
の
か
の
判
断
が
難
し
い
。そ
も
そ
も

制
御
シ
ス
テ
ム
は
、一
般
の
情
報
シ
ス
テ
ム
と
異
な
る
。実
際
に

稼
働
し
て
い
る
環
境
を
再
現
し
づ
ら
く
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対

策
の
検
証
が
困
難
だ
。さ
ら
に
、現
業
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
双

方
を
理
解
で
き
る
人
は
少
な
く
、コ
ス
ト
増
と
な
る
た
め
当
面

必
要
な
い
と
、現
場
が
判
断
す
る
場
合
が
多
い
。こ
う
し
た
背

景
の
も
と
、対
策
の
重
要
性
を
訴
え
る
だ
け
で
は
現
場
の
理
解

を
得
る
の
は
難
し
い
。

　
現
場
の
理
解
を
得
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
は
二
つ
だ
。一
つ
は
現

場
に
も
と
も
と
あ
る
目
標
と
連
動
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。例
え

ば
、サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
検
知
や
対
策
の
有
効
性
を
監
査
す
る
際

に
必
要
な
デ
ー
タ
を
、業
務
や
保
守
の
効
率
化
に
も
活
用
す
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。ち
な
み
に
、こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
は
、熟
練

し
た
保
守
要
員
の
不
足
を
デ
ー
タ
解
析
で
補
う
と
い
う
現
在

の
潮
流
に
も
乗
る
も
の
だ
ろ
う
。

　
も
う
一
つ
は
、目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
手
段
の
共
有
化
を

確
認
す
る
こ
と
で
あ
る
。サ
イ
バ
ー
攻
撃
を
防
ぐ
に
は
、セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
ベ
ン
ダ
ー
の
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
調
達
す
る
こ
と
が

イ
メ
ー
ジ
さ
れ
や
す
い
が
、実
際
に
は
、現
場
で
安
全
の
た
め
に

日
頃
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
作
業
や
慣
習
が
役
立
っ
て
い
る
部
分

も
少
な
く
な
い
。セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
の
運
用
の
詳
細
を
明

文
化
す
る
こ
と
は
攻
撃
者
を
利
す
る
た
め
、指
針
や
標
準
規

格
文
書
に
具
体
的
に
記
載
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。そ
の
分
、

現
場
が
中
身
を
通
常
業
務
と
連
動
さ
せ
つ
つ
、正
し
く
認
識

し
て
い
る
こ
と
は
、対
策
を
円
滑
に
す
る
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と

な
る
。

　
守
る
た
め
の
対
策
は
、現
場
の
効
率
化
に
も
寄
与
す
る
。必

要
だ
か
ら
と
い
う
理
由
で
は
な
く
、メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
ら
進

め
て
い
こ
う
と
い
う
発
想
の
転
換
が
求
め
ら
れ
る
。

●工場の制御システムなどがサイバー攻撃の対象として狙われ始めている。

●指針への対応が国により義務化されたが、それにとどまらない対策も必要。

●「必要だから」ではなく「メリットがあるから」へ発想を転換。

［図］制御システムの脆弱性対策を進める上での課題

出所：情報処理推進機構「制御システムユーザ企業の実態調査報告書」2016年
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
配
布
は
、現
在
1
，0
0
0
万
枚

に
達
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、政
府
は
2
0
1
8
年
度
ま
で
に

8
，0
0
0
万
枚
の
配
布
を
目
指
し
て
い
る
。し
か
し
、活
用

場
面
は
ま
だ
少
な
く
、身
分
証
明
書
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
程

度
だ
。国
民
も
企
業
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
用
に
漠
然

と
し
た
不
安
感
を
抱
い
て
い
る
の
が
現
状
だ
ろ
う
。

　
そ
ん
な
中
、2
0
1
8
年
度
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

健
康
保
険
証
の
機
能
が
追
加
さ
れ
る
。厚
生
労
働
省
の
法
制

度
改
修
も
進
み
、関
連
す
る
準
備
事
業
の
2
0
1
7
年
度
予

算
も
固
ま
っ
た
。健
康
医
療
分
野
で
は
、電
子
お
薬
手
帳
や
医

療
画
像
管
理
な
ど
、ク
ラ
ウ
ド
を
利
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー

ビ
ス
も
出
始
め
て
い
る
。政
府
は
、健
康
情
報
や
個
人
の
ネ
ッ

ト
通
販
の
購
買
履
歴
な
ど
を
一
括
管
理
す
る「
情
報
銀
行
」の

仕
組
み
を
検
討
し
て
お
り
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、「
情
報

銀
行
」か
ら
大
切
な
自
分
の
情
報
を
引
き
出
し
て
安
全
に
使

う
た
め
の「
鍵
」と
な
る
。こ
の
鍵
が
、服
薬
や
健
康
状
態
管
理

な
ど
の
日
常
的
な
ヘ
ル
ス
ケ
ア
か
ら
、再
生
医
療
や
遺
伝
子
治

療
な
ど
の
先
進
医
療
ま
で
、本
格
的
な
総
合
サ
ー
ビ
ス
を
実
現

す
る
。

　
す
で
に
実
施
さ
れ
て
い
る
住
民
票
の
写
し
を
コ
ン
ビ
ニ
で
取

得
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
、ネ
ッ
ト
シ
ョッ
ピ
ン
グ
、チ
ケ
ッ
ト

レ
ス
、防
災
や
避
難
情
報
の
確
認
な
ど
は
サ
ー
ビ
ス
実
証
ま
で

済
ん
だ
。子
育
て
や
介
護
な
ど
で
官
民
連
携
サ
ー
ビ
ス
の
要
と

な
る「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
」と
電
子
私
書
箱（
※
1
）の
実
証
も

今
年
度
中
に
行
わ
れ
る
。政
府
機
関
で
は
職
員
証
と
し
て
の
活

用
が
始
ま
っ
て
い
る
し
、企
業
で
も
社
員
証
と
し
て
入
退
管
理

か
ら
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
管
理
、社
会
保
険
や
税
務
の

各
種
申
請
な
ど
、ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
化
を
目
指
す
と
こ

ろ
が
出
て
き
て
い
る
。

　
2
0
1
0
年
11
月
か
ら
e
I
D（
電
子
身
分
証
）が
ス
タ
ー

ト
し
た
ド
イ
ツ
で
は
3
，0
0
0
万
枚
以
上
が
配
布
済
み
で
あ

る
。サ
ー
ビ
ス
に
は
政
府
へ
の
登
録
が
必
要
だ
が
、す
で
に
保

険
、銀
行
、モ
バ
イ
ル
な
ど
37
の
サ
ー
ビ
ス
が
登
録
さ
れ
て
お

り
、着
実
に
普
及
し
て
い
る
よ
う
だ
。日
本
で
も
全
国
民
が
利

用
す
る
健
康
保
険
事
業
へ
の
適
用
で
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
使
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
が
一
気
に
拡
大
す
る
だ
ろ
う
。

生
活
を
便
利
に
す
る
魅
力
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
よ
り
、こ

れ
ま
で
の
不
安
が
払
拭
さ
れ
る
と
と
も
に
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
が

創
出
さ
れ
、最
先
端
I
D
利
用
国
へ
の
可
能
性
が
拓
か
れ
る
。

（
※
1
）政
府
は
2
0
1
7
年
1
月
に
個
人
用
サ
イ
ト「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
」

を
開
設
予
定
。マ
イ
ナ
ン
バ
ー
で
役
所
の
利
用
履
歴
が
確
認
で
き

る
。付
随
し
て「
電
子
私
書
箱
」サ
ー
ビ
ス
も
計
画
し
て
お
り
、保

育
所
へ
の
入
所
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
へ
の
申
請
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
っ

た
り
、書
類
を
受
け
取
っ
た
り
で
き
る
。

【ICT】

企業・経営部門　中村 秀治

●マイナンバーカードは1,000万枚普及するも、利用には不安感が残る。

●健康保険証としての活用が、新サービスの出現を一気に拡大する。

●魅力的なサービスの充実で不安を払拭し、最先端ID利用国へ。

［図］新たなインフラがデジタル社会の豊かな生活サービス利用を可能にする

出所：三菱総合研究所
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【セキュリティー】

サイバー攻撃から
工場やインフラを守る

社会ICT事業本部　松崎 和賢

　
近
年
、工
場
や
発
電
所
が
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
対
象
と
な
る
被

害
が
目
立
ち
始
め
て
い
る
。工
場
の
ラ
イ
ン
が
ウ
イ
ル
ス
で
止

ま
る
と
い
う
話
に
加
え
、ド
イ
ツ
の
製
鉄
所
で
は
溶
鉱
炉
損
傷

が
起
き
た
。複
雑
な
装
置
群
を
稼
働
さ
せ
る
制
御
シ
ス
テ
ム
が

攻
撃
を
受
け
る
と
、物
損
や
人
的
被
害
、事
業
停
止
に
ま
で
直

結
す
る
。電
力
分
野
で
は
、政
府
が
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

に
関
す
る
規
定
を
整
備
し
、先
行
し
て
定
め
ら
れ
て
い
た
指
針

（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）の
順
守
が
義
務
化
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、制
御
シ
ス
テ
ム
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
は
一
筋
縄

で
は
い
か
な
い
。指
針
に
基
づ
い
て
対
策
を
具
体
化
す
る
場
合

も
、ど
こ
ま
で
や
れ
ば
良
い
の
か
の
判
断
が
難
し
い
。そ
も
そ
も

制
御
シ
ス
テ
ム
は
、一
般
の
情
報
シ
ス
テ
ム
と
異
な
る
。実
際
に

稼
働
し
て
い
る
環
境
を
再
現
し
づ
ら
く
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対

策
の
検
証
が
困
難
だ
。さ
ら
に
、現
業
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
双

方
を
理
解
で
き
る
人
は
少
な
く
、コ
ス
ト
増
と
な
る
た
め
当
面

必
要
な
い
と
、現
場
が
判
断
す
る
場
合
が
多
い
。こ
う
し
た
背

景
の
も
と
、対
策
の
重
要
性
を
訴
え
る
だ
け
で
は
現
場
の
理
解

を
得
る
の
は
難
し
い
。

　
現
場
の
理
解
を
得
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
は
二
つ
だ
。一
つ
は
現

場
に
も
と
も
と
あ
る
目
標
と
連
動
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。例
え

ば
、サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
検
知
や
対
策
の
有
効
性
を
監
査
す
る
際

に
必
要
な
デ
ー
タ
を
、業
務
や
保
守
の
効
率
化
に
も
活
用
す
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。ち
な
み
に
、こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
は
、熟
練

し
た
保
守
要
員
の
不
足
を
デ
ー
タ
解
析
で
補
う
と
い
う
現
在

の
潮
流
に
も
乗
る
も
の
だ
ろ
う
。

　
も
う
一
つ
は
、目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
手
段
の
共
有
化
を

確
認
す
る
こ
と
で
あ
る
。サ
イ
バ
ー
攻
撃
を
防
ぐ
に
は
、セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
ベ
ン
ダ
ー
の
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
調
達
す
る
こ
と
が

イ
メ
ー
ジ
さ
れ
や
す
い
が
、実
際
に
は
、現
場
で
安
全
の
た
め
に

日
頃
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
作
業
や
慣
習
が
役
立
っ
て
い
る
部
分

も
少
な
く
な
い
。セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
の
運
用
の
詳
細
を
明

文
化
す
る
こ
と
は
攻
撃
者
を
利
す
る
た
め
、指
針
や
標
準
規

格
文
書
に
具
体
的
に
記
載
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。そ
の
分
、

現
場
が
中
身
を
通
常
業
務
と
連
動
さ
せ
つ
つ
、正
し
く
認
識

し
て
い
る
こ
と
は
、対
策
を
円
滑
に
す
る
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と

な
る
。

　
守
る
た
め
の
対
策
は
、現
場
の
効
率
化
に
も
寄
与
す
る
。必

要
だ
か
ら
と
い
う
理
由
で
は
な
く
、メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
ら
進

め
て
い
こ
う
と
い
う
発
想
の
転
換
が
求
め
ら
れ
る
。

●工場の制御システムなどがサイバー攻撃の対象として狙われ始めている。

●指針への対応が国により義務化されたが、それにとどまらない対策も必要。

●「必要だから」ではなく「メリットがあるから」へ発想を転換。

［図］制御システムの脆弱性対策を進める上での課題

出所：情報処理推進機構「制御システムユーザ企業の実態調査報告書」2016年
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
配
布
は
、現
在
1
，0
0
0
万
枚

に
達
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、政
府
は
2
0
1
8
年
度
ま
で
に

8
，0
0
0
万
枚
の
配
布
を
目
指
し
て
い
る
。し
か
し
、活
用

場
面
は
ま
だ
少
な
く
、身
分
証
明
書
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
程

度
だ
。国
民
も
企
業
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
用
に
漠
然

と
し
た
不
安
感
を
抱
い
て
い
る
の
が
現
状
だ
ろ
う
。

　
そ
ん
な
中
、2
0
1
8
年
度
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

健
康
保
険
証
の
機
能
が
追
加
さ
れ
る
。厚
生
労
働
省
の
法
制

度
改
修
も
進
み
、関
連
す
る
準
備
事
業
の
2
0
1
7
年
度
予

算
も
固
ま
っ
た
。健
康
医
療
分
野
で
は
、電
子
お
薬
手
帳
や
医

療
画
像
管
理
な
ど
、ク
ラ
ウ
ド
を
利
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー

ビ
ス
も
出
始
め
て
い
る
。政
府
は
、健
康
情
報
や
個
人
の
ネ
ッ

ト
通
販
の
購
買
履
歴
な
ど
を
一
括
管
理
す
る「
情
報
銀
行
」の

仕
組
み
を
検
討
し
て
お
り
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、「
情
報

銀
行
」か
ら
大
切
な
自
分
の
情
報
を
引
き
出
し
て
安
全
に
使

う
た
め
の「
鍵
」と
な
る
。こ
の
鍵
が
、服
薬
や
健
康
状
態
管
理

な
ど
の
日
常
的
な
ヘ
ル
ス
ケ
ア
か
ら
、再
生
医
療
や
遺
伝
子
治

療
な
ど
の
先
進
医
療
ま
で
、本
格
的
な
総
合
サ
ー
ビ
ス
を
実
現

す
る
。

　
す
で
に
実
施
さ
れ
て
い
る
住
民
票
の
写
し
を
コ
ン
ビ
ニ
で
取

得
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
、ネ
ッ
ト
シ
ョッ
ピ
ン
グ
、チ
ケ
ッ
ト

レ
ス
、防
災
や
避
難
情
報
の
確
認
な
ど
は
サ
ー
ビ
ス
実
証
ま
で

済
ん
だ
。子
育
て
や
介
護
な
ど
で
官
民
連
携
サ
ー
ビ
ス
の
要
と

な
る「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
」と
電
子
私
書
箱（
※
1
）の
実
証
も

今
年
度
中
に
行
わ
れ
る
。政
府
機
関
で
は
職
員
証
と
し
て
の
活

用
が
始
ま
っ
て
い
る
し
、企
業
で
も
社
員
証
と
し
て
入
退
管
理

か
ら
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
管
理
、社
会
保
険
や
税
務
の

各
種
申
請
な
ど
、ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
化
を
目
指
す
と
こ

ろ
が
出
て
き
て
い
る
。

　
2
0
1
0
年
11
月
か
ら
e
I
D（
電
子
身
分
証
）が
ス
タ
ー

ト
し
た
ド
イ
ツ
で
は
3
，0
0
0
万
枚
以
上
が
配
布
済
み
で
あ

る
。サ
ー
ビ
ス
に
は
政
府
へ
の
登
録
が
必
要
だ
が
、す
で
に
保

険
、銀
行
、モ
バ
イ
ル
な
ど
37
の
サ
ー
ビ
ス
が
登
録
さ
れ
て
お

り
、着
実
に
普
及
し
て
い
る
よ
う
だ
。日
本
で
も
全
国
民
が
利

用
す
る
健
康
保
険
事
業
へ
の
適
用
で
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
使
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
が
一
気
に
拡
大
す
る
だ
ろ
う
。

生
活
を
便
利
に
す
る
魅
力
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
よ
り
、こ

れ
ま
で
の
不
安
が
払
拭
さ
れ
る
と
と
も
に
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
が

創
出
さ
れ
、最
先
端
I
D
利
用
国
へ
の
可
能
性
が
拓
か
れ
る
。

（
※
1
）政
府
は
2
0
1
7
年
1
月
に
個
人
用
サ
イ
ト「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
」

を
開
設
予
定
。マ
イ
ナ
ン
バ
ー
で
役
所
の
利
用
履
歴
が
確
認
で
き

る
。付
随
し
て「
電
子
私
書
箱
」サ
ー
ビ
ス
も
計
画
し
て
お
り
、保

育
所
へ
の
入
所
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
へ
の
申
請
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
っ

た
り
、書
類
を
受
け
取
っ
た
り
で
き
る
。

【ICT】

企業・経営部門　中村 秀治

●マイナンバーカードは1,000万枚普及するも、利用には不安感が残る。

●健康保険証としての活用が、新サービスの出現を一気に拡大する。

●魅力的なサービスの充実で不安を払拭し、最先端ID利用国へ。

［図］新たなインフラがデジタル社会の豊かな生活サービス利用を可能にする

出所：三菱総合研究所
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65
〜
69
歳
男
性
の
就
業
率
が
大
き
く
上
昇
し
、2
0
1
5

年
に
52
%
に
達
し
た
。一
般
的
な
就
業
パ
タ
ー
ン
は
、60
歳
で

定
年
と
な
り
、そ
の
後
再
雇
用
で
就
業
を
継
続
し
、63
〜
65
歳

の
年
金
支
給
開
始
と
と
も
に
引
退
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

だ
が
、2
0
1
5
年
の
65
〜
69
歳
男
性（
ほ
ぼ
団
塊
世
代
に
相

当
）は
半
分
以
上
が
働
い
て
お
り
、2
0
1
0
年
の
65
〜
69
歳

男
性
の
就
業
率（
47
%
）と
比
較
す
る
と
約
5
ポ
イ
ン
ト
高
く

な
っ
て
い
る（
図
）。

　
40
歳
以
上
を
対
象
に
し
た
全
国
調
査（
※
1
）に
よ
れ
ば
、働

く
理
由
は「
経
済
上
の
理
由（
68・1
%
）」「
生
き
が
い
、社
会

参
加
の
た
め（
38・7
%
）」「
健
康
上
の
理
由（
23・2
%
）」と

な
っ
て
い
る
。高
齢
に
な
る
に
つ
れ「
経
済
上
の
理
由
」は
低
下

し
、「
生
き
が
い
、社
会
参
加
の
た
め
」「
健
康
上
の
理
由
」が
増

加
す
る
。65
〜
69
歳
で
両
者
は
逆
転
す
る
。こ
の
年
齢
層
は
主
に

「
生
き
が
い
、社
会
参
加
の
た
め
」に
働
い
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

　
65
〜
69
歳
男
性
の
価
値
観（
※
2
）を
見
る
と
、就
業
者
は

「
新
た
な
ア
イ
デ
ア
を
考
え
た
い
」「
他
人
が
必
要
と
し
て
い
る

こ
と
に
対
応
し
た
い
」「
周
囲
の
人
を
助
け
た
い
、面
倒
を
み
た

い
」と
考
え
る
割
合
が
高
い
。自
立
、慈
善
の
価
値
観
を
も
つ

者
が
働
い
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。一
方
、非
就
業
者
は

「
人
生
を
楽
し
み
た
い
」「
気
ま
ま
な
人
生
を
し
た
い
」と
い
う

快
楽
主
義
の
価
値
観
を
も
ち
、残
り
の
人
生
を
束
縛
さ
れ
ず

に
楽
し
み
た
い
よ
う
だ
。

　「
65
〜
69
歳
男
性
就
業
者
」の
生
活
行
動
を
分
析
す
る
と

「
ク
ー
ル・シ
ニ
ア
」と
呼
ぶ
べ
き
特
徴
を
も
つ（
※
2
）。都
市
部

に
居
住
し
、食
事
・
飲
酒
で
は
雰
囲
気
を
重
視
し
、フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
に
お
金
を
か
け
る
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
も

使
い
こ
な
す
。健
康
を
気
に
す
る
も
の
の
、運
動
不
足
で
、サ
プ

リ
に
頼
り
が
ち
で
あ
る
。彼
ら
を
対
象
と
し
た
ネ
ッ
ト
を
活
用

し
た
高
品
質
な
消
費
財
・サ
ー
ビ
ス
、健
康
関
連
サ
ー
ビ
ス
が

有
望
だ
。

　
65
〜
69
歳
男
性
の
就
業
率
は
今
後
も
上
昇
し
て
い
く
傾
向

に
あ
る
が
、半
数
の
大
企
業
で
は
65
歳
以
上
の
継
続
雇
用
制

度
が
な
い（
※
3
）。彼
ら
が
活
躍
し
、生
活
も
楽
し
め
る
よ
う

な
就
業
制
度
を
整
備
し
て
い
く
べ
き
だ
ろ
う
。

（
※
1
）厚
生
労
働
省「
平
成
28
年
版
厚
生
労
働
白
書
」74
ペ
ー
ジ
。

（
※
2
）三
菱
総
合
研
究
所「
生
活
者
市
場
予
測
シ
ス
テ
ム（
m
i
f
）」

2
0
1
6
年
6
月
調
査
。

（
※
3
）労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構「
高
年
齢
者
の
雇
用
に
関
す
る
調
査

（
企
業
調
査
）」2
0
1
6
年
6
月
。

【数字は語る】

政策・経済研究センター　佐野 紳也

MRI MONTHLY REVIEW

［図］65～69歳男性の就業率

出所：総務省「労働力調査」より三菱総合研究所作成
注：2011年は東日本大震災のため、推定値。
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働
く
理
由
は
生
き
が
い
と
社
会
参
加

就
業
環
境
の
整
備
が
必
要
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西郷 隆盛
Takamori Saigō

武士（薩摩藩士）、軍人、政治家　1828～1877

profile No.7

座右の銘

敬天愛人　意味：天を敬い人を愛すること。
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